
進行性下顎頭吸収は下顎頭の形態吸収変化とそれに伴う著明な同部の体積の減少と定義され、下顎枝高径の短縮・下顎後退などにより、

前歯部開咬などを呈する病態である。しかしながらその明確な原因および病態は不明である。そこで本研究は AI 予測分析ツールを用いる

ことにより、顎変形症患者に生じる進行性下顎頭吸収を生じる因子の解明を目的とする。本研究により下顎頭の吸収性骨変化の要因となり

うる因子を解明することができれば、進行性下顎頭吸収の診断の効率と精度を高め、予後の予測をすることが可能になるものと期待され

る。 
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